
6月27日、北翔大学の大宮准教授と今講師をお迎え

し、「とことんであそぶこどもたちのからだの使

い方」の研修を行いました。

とことんのこどもは、興味関心からあそびを

作り出し、発想力や主体性を身につけている。

幼児期に重要なさまざまな動きを楽しんでいる。

一方で、苦手な分野も触れる機会があるとよい。

という助言をいただきました。

こどもの気づきをうながす自由保育と

先生がこどもに経験させてあげたい目標を立てる

設定保育の両方の大切さを振り返りました。

◇クラスのドキュメンテーションが増えて

きました。

担任の思いがつまっています。

こちらも是非、ご覧ください。

とことんだよりほろむい認定こども園とことん園長 鶴岡智美 2024.6.29

◇７月１２日（金）岩見沢市内の幼保少中

の教育関係者が来園します。

とことんの保育教育の取り組みを広く

発信し、保育の質の向上を目指します。

◇チャレンジタワーに掲示ボードができました。

幼児期に身につけておきたい「３６の動き」

や「あそびの定義」を紹介しています。


